
伏見桃山城に隣接の第二グラウンド整備完了

ご
挨
拶

ご
挨
拶

新
緑
の
香
り
が
清
々
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
春
光

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
変
わ
り
な
く
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
平
素
は
、
春
光
会
に
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
私
達
の
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。
何
よ
り
、
学
校
で
の

こ
の
一
年
は
、
と
て
つ
も
な
く
過
酷
だ
っ
た
と
想
像
い
た

し
ま
す
。
私
達
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
経
験
し
た
行
事
が

中
止
や
縮
小
と
な
り
、
多
く
の
こ
と
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を

新
緑
の
野
山
に
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
春
光
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
母

校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
援
助
を
賜
り
心
か
ら
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
よ
り
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
蔓
延
は
、
学
校
で
の
教
育
活
動
に
お
い
て
こ
れ

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
態
を
引
き
起
こ
し
ま
し

た
。
四
月
よ
り
二
カ
月
間
の
休
校
、
そ
の
間
に
学
び
を
止

め
な
い
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
急
遽
実
施
。
ま
た
、

全
校
が
集
ま
る
行
事（
始
業
式
・
終
業
式
等
）
の
放
送
に

よ
る
実
施
。
更
に
、
外
部
招
待
者
無
し
、
活
動
も
縮
小
し
て

実
施
し
た
橘
祭
や
全
校
生
徒
で
の
体
育
大
会
を
各
学
年
ご

と
に
分
散
し
て
実
施
す
る
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
行
事

を
全
教
職
員
と
生
徒
た
ち
の
協
力
の
下
で
何
と
か
工
夫
し

て
実
施
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
特
に
部
活
動

得
な
か
っ
た
在
校
生
や
卒
業
生
た
ち
の
こ
と
を
思
う
と
、

と
て
も
胸
が
痛
み
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は
、
ま
だ

ま
だ
先
が
見
え
ま
せ
ん
。
貴
重
な
学
校
生
活
に
こ
れ
以
上

影
響
が
出
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
感
染
予
防
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

春
光
会
も
例
年
の
行
事
が
す
べ
て
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

こ
の
会
報
誌「
春
光
」も
、
い
つ
も
と
は
違
う
内
容
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
号
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
快
く
執
筆

を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
在
校
生
、
卒
業
生

の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
一
年
度
も
、
ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
実
施
で
き
る

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
の
よ
う
に
お
会
い
で
き

る
日
が
一
日
も
早
く
や
っ
て
来
ま
す
よ
う
に
、
願
っ
て
お

り
ま
す
。

に
お
い
て
日
頃
か
ら
厳
し
い
練
習
を
積
み
重
ね
、
そ
の
成

果
を
大
会
で
発
揮
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
生
徒
た
ち

は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
総
文
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
大

会
の
中
止
や
実
施
さ
れ
て
も
無
観
客
、
ま
た
は
リ
モ
ー
ト

で
の
実
施
と
な
っ
て
し
ま
い
、
当
た
り
ど
こ
ろ
の
な
い
や

り
き
れ
な
い
想
い
で
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
だ
け
で
な
く
、

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
大
学
新
入
試
に
向
け
た
対
応
や
、

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
、

高
等
学
校
に
お
い
て
は
来
年
度
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
た
め
の
各
教
科
で
の
準
備
、
ま
た
、
同
じ
く
来
年
度

に
は
成
年
年
齢
が
二
十
歳
か
ら
高
校
三
年
生
に
あ
た
る

十
八
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に「
自
立
」し

た
人
間
育
成
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
等
、
今
後
も
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
状
況
は
こ
の
先
も
続
き
そ
う
で
す
が
、
こ
の
状

況
を「
新
た
な
橘
」へ
と
成
長
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
ど

の
よ
う
な
社
会
で
も
し
っ
か
り
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
に

教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
続
け
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
た
ゆ
み
な
い
発
展
を
続
け
る
母
校
に
な
お
一
層

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
春
光
会

�

会
長
　
平
野
万
里
子

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
　

�

校
長
　
安
田
　
文
彦

�

（
旧
姓
　
宅
間

�

昭
和
63
年
普
通
科
卒
）
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本年度も春光会に対して会員の方々か
らご寄付をいただきました。氏名を掲載し、
お礼に代えさせていただきます。引き続き
一口千円の寄付を受け付けていますので、
よろしくお願いいたします。

金　　額　�１口1,000円（何口でも結構です）
納入方法　�郵便局に備え付けの払込

取扱票にて、次のゆうちょ銀
行の口座に払込みください。

振�込�先　口座番号：
� 01080 ｰ３ｰ 1321
� 加入者名：
� 京都橘中学校・高等学校春光会
※�住所、氏名と通信欄に「口数、金額」
と「卒業年、科」をご記入ください。

2020年６月27日に予定しておりました2020年度春光会総会ならびに橘翔会（退
職教職員の会）との合同懇親会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
の判断をいたしました。その後も不安な日々が続き、会長、副会長、会計、相談役と
事務局で協議し、総会中止に伴う措置につきまして、①2020年度の総会は中止と
する、②会務の遂行上、決算・予算は役員による書面議決とすることとさせていた
だきました。役員各位の決算・予算の承認を得て、2020年度の会務をすすめてまい
りましたことをご報告いたします。危急の事態につき、ご了承の程お願いいたします。
� （事務局）

卒業 氏名
S19 裁 藤居　晢子
S24 専 森田　道子
S25 普 藤井　昭子
S27 日名　千鶴
S35 商 山田百合子
S35 被 平田美津子
S46 被 辻岡　孝子
S48 商 細見佳壽子
H 9 普 礒野　志保

 

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
（々
敬
称
略
）

寄
付
の
方
法

寄付金のお礼とお願い 2020年度　春光会報告

【春光会2019年度決算】 自�2019年４月１日�　至�2020年３月31日

自�2020年４月１日�　至�2021年３月31日【春光会2020年度予算】

収入の部
項　目 予　算 決　算 増　減 備　考

入 会 金 3,530,000 3,580,000 50,000 @10,000＊358名
預 金 利 息 1,000 28 △�972
寄付金収入 180,000 113,500 △�66,500
雑 収 入 40,000 57,200 17,200 橘祭売上等
参加費等収入 800,000 391,260 △�408,740 総会参加費、弁当代
仮 払 収 入 0 0 0
預り金収入 0 0 0
基本財産より戻入 0 0 0
前年度繰越金 5,849,560 5,849,560 0
合　計 10,400,560 9,991,548 △�409,012

収入の部 予算額 備　考
入 会 金 3,030,000 @10,000円╳303名
預 金 利 息 1,000
寄 付 金 収 入 180,000 @1,000円╳180口
雑 収 入 10,000
参加費等収入 50,000 新年会参加費等
仮 払 収 入 0
預 リ 金 収 入 0
基本財産より戻入 0
前年度繰越金 6,070,521

合　計 9,341,521

支出の部 予算額 備　考
事 業 費 2,250,000 会報印刷・郵送費・入会記念品他
支 部 補 助 費 40,000 学年・クラス会
慶 弔 費 100,000 クラブ関係お祝い金
交 通 費 100,000 役員会・会報誌取材
会 議 費 50,000 お茶・弁当代等
事 務 費 200,000 役員会案内郵送代、メール便代等
寄 付 金 100,000 120周年事業募金に向けて毎年10万円
事 務 委 託 費 50,000 京都橘中学校・高等学校への事務委託費
雑 支 出 ０
予 備 費 ０
仮 払 支 出 ０
預 リ 金 支 出 ０
前期末未払金 ０
未 払 金 ０
基本財産へ組入 1,000,000
次年度繰越金 5,451,521
合　計 9,341,521

単位 ： 円

支　　出
一 般 会 計 へ 0
次年度繰越金 8,569,877

合　計 8,569.877

基本財産
収　　入

受 取 利 息 374
組 入 金 1,000,000
前年度繰越金 7,569,503
合　計 8,569,877

財産目録

経 常 費 の 部
現　　金 0

京都銀行 普通預金 5,181,247
ゆうちょ銀行 振替口座 889,274

基本財産の部 京都銀行 定期預金 4,000,000
普通預金 4,569.877

合　計 14,640,398

支出の部
項　目 予　算 決　算 増　減 備　考

事 業 費 3,000,000 2,334,827 △�665,173 会報発行費用・総会費用・橘祭企画・
入会記念品等

支部補助費 40.000 10,648 △�29,352 同窓会補助
慶 弔 費 240,000 130,000 △�110,000 男子サッカー部・バレー部・陸上部・

太鼓部祝い金

交 通 費 200,000 130,500 △�69,500 役員交通費（会議・イベント時）

会 議 費 50,000 28,570 △�21,430 弁当代等
事 務 費 200,000 31,982 △�168,018 切手・ハガキ・資料送付代・残高証明

書発行手数料等

寄 付 金 100,000 100,000 0 京都橘学園周年事業募金
事務委託費 50,000 50,000 0 業務委託料
予 備 費 0 0 0
仮 払 支 出 0 0 0
預リ金支出 0 0 0
前期末未払金 104,500 104,500 0 役員交通費学校会計立替分・学園周年

事業募金

期末未払金 0 0 0
基本財産へ組入 1.000.000 1,000,000 0
次年度繰越金 5,416,060 6.070,521 654,461
合　計 10,400,560 9,991,548 △�409,012

写真は2019年度のものです。

（2）2021.�5.�1�発行� 京都橘中学校・高等学校春光会京都橘中学校・高等学校春光会� 2021.�5.�1�発行（3）
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春光会では、学年、コース、クラス、クラブ単位等の同窓会
開催、企画を援助するための補助制度を設けています。はた
ちを祝う会（20歳）、半世紀（50歳）、還暦（60歳）等、節目の
年に開催されるケースも増えているようです。開催をご計画
の方は事務局までご一報ください。
補助金は下記のとおりです。

卒業式を翌 日々に控えた2月27日（土）、ホールにて春光会入会式を行いました。例年は役員
参加のもと行っておりましたが、新型コロナウイルス感染拡大の状況に鑑み、春光会会長からの
メッセージを事務長が代読させていただきました。新たに同窓会会員となられるみなさんへ、入会
記念としてタンブラーを贈呈いたしました。

「京都橘」の字は、▶
卒業生の幸せを願って、

書道部のみんなが
書いてくれました。

� 20�～�50人� 5,000円
� 51�～�100人� 10,000円

以上、50人を超える毎に5,000円アップします。
＊�補助を受けた場合、会報等で紹介しますので、対象者名
簿、報告書、写真等の提出が必要となります。

案内送付対象者数

同窓会補助金制度

入 会 式

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ズ
物
語

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ズ
物
語

充
実
し
た「
青
春
」時
代

一
九
六
五
年
か
ら
二
〇
〇
五
年（
中
立
売
二
十
年
、
桃

山
二
十
年
）ま
で
橘
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
新
任
で

担
任
し
た
人
達
は
多
分
七
二
歳
、
最
後
に
担
任
し
た
人
達

は
三
六
歳
に
な
っ
て
い
る
は
ず
。
退
職
前
に
は
男
女
共
学

に
な
り
、
男
子
生
徒
と
も
数
年
過
ご
し
ま
し
た
。
橘
で
の

教
員
生
活
は
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
や
学
び
が
あ
り
、
私

に
と
っ
て
は
充
実
し
た「
青
春
」で
し
た
。

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ズ
？

人
生
一
〇
〇
年
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、
退
職
後
ど
の

よ
う
に
過
ご
し
て
き
た
か
を
綴
っ
て
み
ま
す
。
在
職
中
か

ら
休
暇
等
に
旅
行
に
行
っ
た
り
す
る
仲
間
が
あ
り
、
グ

ル
ー
プ
名
を｢

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ズ｣

と
称
し
て
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
メ
ン
バ
ー
は
次
々
に
退
職
、
橘
の
長

時
間
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
由
な
時
間
を
得
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
条
件
の
下
、
地
域
活
動
、
研
修
、
趣
味
、
孫
の
世
話
、

介
護
等
、
人
生
第
二
ス
テ
ー
ジ
の
日
々
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
職
場
か
ら
居
住
地
に
別
れ
た
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

ズ
は
、
元
同
僚
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
幼
な
じ
み
の
友
人

も
加
わ
り
増
員
し
て
い

き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
で

先
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
、

「
琵
琶
湖
一
周
ウ
ォ
ー
ク
」、

旅
行
社
主
催
で
二
二
〇
キ

ロ
を
月
一
回
、
計
十
六
ヶ

月
で
完
歩
す
る
ツ
ア
ー
で

し
た
。
以
後「
街
道
歩
き
」

に
は
ま
り
、
中
山
道
、
鯖

街
道
、
北
国
街
道
、
東
海

道
、
熊
野
古
道
、
奈
良
古

道
、
伊
勢
路
等
を
次
々
歩

き
続
け
ま
し
た
。
残
念
な
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が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
か
ら
中
断
。
旅
行
も
日
本
列
島
、

北
か
ら
南
ま
で
、
海
外
旅
行
に
も
行
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
が
こ
れ
ま
で
長
く
続
い
て
い
る
の
は
、
各
種
計
画
へ
の

参
加
は
、
各
自
の
意
向
と
条
件
優
先
で
自
由
、
心
を
束
縛

し
て
い
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

今
日
用（
教
養
）、
今
日
行
く（
教
育
）

二
〇
一
八
年
に
は
メ
ン
バ
ー
の
森
田
道
子
さ
ん
が
向
日

市
に
転
居
さ
れ
、
以
前
か
ら
在
住
の
松
本
須
美
子
さ
ん
と

私
、
長
岡
京
市
在
住
の
安
養
寺
弘
子
さ
ん
と
の
近
居
暮
ら

し
が
始
ま
り
ま
す
。
道
子
さ
ん
の
厚
意
で
週
一
回
、
二
時

間
ほ
ど
、
交
流
す
る
場
と
し
て「
ミ
チ
コ
サ
ロ
ン
」を
開
設
。

四
人
と
も
後
期
高
齢
者（
七
八
～
九
十
歳
）
と
し
て
の
生

活
は
初
め
て
経
験
す
る
こ
と
ば
か
り
、
暮
ら
し
方
、
健
康
、

介
護
、
延
命
治
療
や
施
設
の
是
非
、
福
祉
制
度
の
学
習
等
、

切
実
な
課
題
が
山
積
、
話
題
の
種
は
尽
き
ま
せ
ん
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
旅
行
、
映
画
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
展
覧
会
、
講
演

会
、
季
節
の
行
事
、
誕
生
会
等
と
楽
し
い
企
画
に
は
、
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
ズ
に
も
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
で
案
内
を
発
信
。

「
老
春
」を「
今
日
用
」（
教
養
）、「
今
日
行
く
」（
教
育
）で
、

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
期
間
中
は
、
久
し

ぶ
り
に
ミ
シ
ン
で
マ
ス
ク
造
り
に
挑
戦
、
ま
た
密
に
な
ら

ぬ
よ
う
に
屋
外
に
出
て
、
乙
訓
地
域
の
小
路
の
隅
々
ま
で

散
策
す
る
事
も
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
元
同
僚
、
卒
業

生
達
も
サ
ロ
ン
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。
気
兼
ね
な
く
声
を

掛
け
合
え
る
仲
間
が
近
く
に
い
る
こ
と
は「
金
持
ち
よ
り
、

人
持
ち
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
何
よ
り
心
強
い
事
だ
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

学
園
の
現
況
や
卒
業
生
、
関
係
者
の
情
報
も
よ
く
耳
に

入
っ
て
来
る
の
で
、
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
す
が
、
京
都
橘

学
園
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
卒
業
生
や

関
係
者
の
皆
様
に
マ
ス
ク
な
し
で
再
会
で
き
る
日
が
、
早

く
来
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

小
林
　
登
代
先
生

�

（
旧
姓
　
藤
見
）

左から　松本須美子先生、森田道子先生、山崎淳子先生、
小畠由佳理さん（卒業生）、小林登代先生、安養寺弘子先生
� （小畠さんのグループ展会場前にて）
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2003年、第58回国民体育大会で
本校バレーボール部中心の京都選抜チームが、

23年ぶりの頂点に。
本校にとって初の全国制覇！
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施
設
は
文
化

強
さ
と
優
し
さ

私
学
は
卒
業
生
が
財
産

退
職
し
て
十
二
年
経
つ
が
、

京
都
橘
中
学
高
校
に
つ
い
て

聞
こ
え
て
く
る
情
報
は
Ｏ
Ｂ

と
し
て
嬉
し
い
も
の
が
ほ
と

ん
ど
だ
。
ク
ラ
ブ
活
動
や
学

習
指
導
な
ど
で
新
た
な
伝
統

が
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
我
が

身
の
教
師
生
活
三
二
年
を
振

り
返
っ
て
、
特
に
想
い
出
深

私
は
七
年
前
に
橘
を
定
年

退
職
し
、
今
は
別
の
高
校
で

物
理
の
非
常
勤
講
師
を
し
て

い
ま
す
。
橘
に
は
三
七
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

色
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、

太
鼓
部
で
の
体
験
を
紹
介
す

る
と
、
心
に
残
っ
て
い
る
全

国
大
会
が
二
回
あ
り
ま
す
。

一
回
は
現
地
入
り
し
て
前

今
年
の
私
立
中
学
校
と
私

立
高
校
の
志
願
者
状
況
を
新

聞
紙
上
に
て
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
中
高
と
も
一

人
勝
ち
の
志
願
者
状
況
だ
と

嬉
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
が
三
七
年
前

の
京
都
橘
女
子
高
校
時
代
に

奉
職
し
た
当
時
、
ま
た
桃
山

移
転
後
か
ら
様
々
な
改
革
を

い
の
は
一
九
八
五
年
の
上
京

区
か
ら
伏
見
区
桃
山
へ
の
校

舎
移
転
・
建
設
の
取
り
組
み

に
参
加
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

校
務
が
移
転
建
設
事
務
局
と

な
り
、
教
職
員
や
生
徒
た
ち

の
声
を
集
め
、
そ
れ
を
新
し

い
校
舎
に
ど
う
生
か
す
か
教

師
と
し
て
も
非
常
に
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
で
あ
っ
た
。

日
リ
ハ
ま
で
済
ま
せ
た
あ
と

台
風
の
来
襲
で
突
如
中
止
と

な
っ
た
二
〇
〇
四
年
徳
島
大

会
、
も
う
一
回
は
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
部

員
が
で
て
こ
れ
ま
た
現
地
入

り
し
て
い
な
が
ら
出
場
辞
退

と
な
っ
た
二
〇
〇
九
年
三
重

大
会
で
す
。
や
り
場
の
な
い

悔
し
さ
に
涙
す
る
生
徒
を
前

実
施
さ
れ
た
私
た
ち
の
先
輩

諸
氏
か
ら
敷
い
て
い
た
だ
い

た
レ
ー
ル
を
ひ
た
走
っ
て
き

た
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
九
八
〇
年
代
の
教
職
員
会

議
で
当
時
の
校
長
先
生
が
私

学
は
卒
業
生
が
財
産
だ
、
今

教
え
て
い
る
生
徒
達
が
将
来
、

母
と
な
り
我
が
子
を
入
れ
た

い
学
校
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

話
を
さ
れ
た
こ
と
は
鮮
明
に

そ
の
中
で
生
徒
と
教
職
員

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
視
す
る
学
校
と
し
て
そ
れ

を
施
設
的
に
ど
う
保
障
し
具

体
化
す
る
か
。
一
例
と
し
て

い
ま
職
員
室
前
の
ブ
ラ
ウ
ジ

ン
グ
コ
ー
ナ
ー
は
軽
読
書
・

学
習
・
懇
談
・
指
導
な
ど
の

多
様
な
使
い
方
で
生
徒
と
教

職
員
の
交
流
が
図
れ
る
橘
ら

し
い
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

施
設
は
文
化
で
あ
る
。
大
い

に
活
用
し
橘
ら
し
い
伝
統
を

さ
ら
に
積
み
上
げ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
う
。

に
言
葉
を
失
い
、
天
を
恨
み

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
今
年

の
卒
業
生
の
気
持
ち
は
痛
い

ほ
ど
わ
か
り
ま
す
。
多
く
の

行
事
が
制
限
さ
れ
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
も
定
演
も
、
高
校

最
終
学
年
の
夢
が
非
情
に
も

奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
こ
の
逆
境
の
中
で
こ
そ

皆
さ
ん
は
強
く
な
っ
た
は
ず

だ
し
、
他
人
の
痛
み
に
共
感

で
き
る
優
し
さ
を
学
ん
だ
は

ず
、そ
う
確
信
し
ま
す
。卒
業

生
の
皆
さ
ん
の
前
途
に
幸
あ

れ
と
祈
り
ま
す
。

覚
え
て
い
ま
す
。
自
分
に
は

何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
自

問
自
答
し
、
授
業
と
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
、
そ
し
て
ク
ラ
ブ
活

動
と
生
活
指
導
を
自
分
の
天

職
と
思
い
全
力
で
生
徒
指
導

を
し
て
き
ま
し
た
。
学
校
説

明
会
等
で
母
と
し
て
我
が
子

を
連
れ
て
き
て
く
れ
た
時
は

心
の
底
か
ら
喜
び
を
感
じ
た

も
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
社
会
で

益
々
私
学
が
見
直
さ
れ
る
時

代
だ
と
思
い
ま
す
。
京
都
橘

の
発
展
を
今
後
の
楽
し
み
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

�

木
内
　
正
廣�

先
生

�

（
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
九
年
度
　
校
長
）

�

稲
吉
　
陽
作�

先
生

�

（
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
三
年
度
　
校
長
）

�

三
輪
　
欣
之�

先
生

�

（
二
〇
一
四
～
二
〇
一
九
年
度
　
校
長
）

恩師からの

メッセージ



会員（卒業生）からの メッセージ

一
九
七
〇
年
万
博
　
吹
奏
楽
部
で
出
演

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
（
コ
ー
ト
下
）
の

デ
ザ
イ
ン
を
担
当
（
京
子
さ
ん
）

京都橘中学校・高等学校春光会� 2021.�5.�1�発行（5）
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四
姉
妹

共
通
の
青
春

歴
史
を
拓
い
た

共
学
１
期
生
！

親
子
三
人 

橘
の
卒
業
生
！

「
親
子
で
橘
の
卒
業
生
」の

コ
ー
ナ
ー
を
と
第
一
回
目
に

登
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す　

宗
で
す
。
双
子
の
娘
が

一
一
三
期
生
。
姉
は
中
学
か

ら
妹
は
高
校
か
ら
橘
生
で
す
。

中
学
受
験
を
考
え
て
い
た
姉

に「
橘
に
新
し
く
中
学
が
出

来
る
け
ど
」と
聞
い
た
と
こ

私
が
京
都
橘
高
校
を
卒
業

し
て
、
今
春
で
一
八
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
今
、
高
校
生

活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

京
都
橘
で
過
ご
し
た
三
年
間

は
非
常
に
濃
密
で
、
何
物
に

も
代
え
難
い
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
頂
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
私
な
り

卒
業
生
の
皆
様
こ
ん
に
ち

は
。
一
一
〇
期
卒
業
生
の
清

水
智
博
・
栞
奈
で
す
。
僕
た

ち
は
高
校
在
学
中
か
ら
付
き

合
い
始
め
、
こ
の
度
結
婚
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

僕
は
高
校
在
学
中
Ａ
コ
ー

ス
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
二
年
生
の
時
に
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
中
期
語
学
留

学
な
ど
を
経
験
後
、
関
西
学

京
都
橘
女
子
高
校
に
は
、

四
姉
妹
が
卒
業
。
私
は

末
っ
子
で
、
私
か
ら
三
年
、

十
年
、十
一
年
上
の
姉
達
で

す
。み
ん
な
被
服
科
で
、
入

学
と
同
時
に
自
分
達
で
制

服
を
手
作
り（
姉
達
ま
で
）。�

ろ「
お
母
ち
ゃ
ん
が
通
っ
て

い
た
所
や
っ
た
ら
い
い
か

な
」と
単
純
な
も
の
で
す
。妹

は
私
立
高
校
の
案
内
本
の
橘

の
ペ
ー
ジ
が
何
も
し
て
な
く

て
も
勝
手
に
開
く
の
で
運
命

だ
と
受
験
を
決
め
ま
し
た
。

姉
は
中
学
で
は
一
人
で
コ
ツ

コ
ツ
と
部
活
動
を
、
高
校
で

に
考
え
た
の
で
す
が
、
京
都

橘
に
は
常
に
活
気
と
熱
意
が

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
京
都
橘

は
、
授
業
、
ク
ラ
ブ
活
動
、

体
育
祭
や
文
化
祭
等
が
非
常

に
充
実
し
て
お
り
、
先
生
方

も
全
て
の
行
事
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
る
の
で
、

私
た
ち
生
徒
も
高
い
モ
チ

院
大
学
教
育
学
部
に
進
学
し

ま
し
た
。
ま
た
家
内
は
高
校

在
学
中
Ｂ
コ
ー
ス
に
在
学
し

て
い
ま
し
た
。
三
年
間
太
鼓

部
に
所
属
し
、
三
年
生
の
時

に
は
日
本
一
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関

西
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部

に
進
学
し
ま
し
た
。

ま
た
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
は
僕
は
某
商
社
に
就
職
し
、

一
般
教
科
以
外
に
、
洋
裁

や
手
芸
に
食
物
な
ど
生
活

の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

私
は
入
学
式
で
、
吹
奏

楽
の
演
奏
に
衝
撃
を
受
け

迷
わ
ず
吹
奏
楽
部
に
入
部
。

困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
た

は
生
徒
会
で
他
校
と
も
交
流

を
持
つ
な
ど
積
極
的
に
活
動
。

妹
も
部
活
動
と
代
議
員
と
し

て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
卒

業
式
の
後
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に

「
卒
業
し
た
く
な
い
な
」「
こ

の
学
校
を
選
ん
で
良
か
っ

た
」と
言
っ
て
く
れ
た
事
が

母
と
し
て
は
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
こ
の
春
か
ら
姉
は
自

身
を
ど
の
様
に
活
か
せ
る
か

を
考
え
て
就
職
先
を
決
め
、

妹
は
高
校
の
時
か
ら
の
夢
で

あ
る
中
学
校
の
先
生
と
し
て

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

す
。
二
人
と
も
橘
に
通
え
た

こ
と
が
色
ん
な
意
味
で
支
え

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
各
行
事
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
生
徒
に
は
主
体
性
が

生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
見

を
出
し
合
い
、
次
第
に
ク
ラ

ス（
や
チ
ー
ム
）
が
組
織
化

し
目
標
達
成
の
為
の
良
い
雰

囲
気
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
私

は
、
京
都
橘
で
学
業
は
も
ち

ろ
ん
、
何
か
を
や
り
遂
げ
る

為
の
メ
ン
タ
ル
と
プ
ロ
セ
ス
、

組
織
の
中
で
個
を
活
か
す
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

社
会
進
出
後
も
大
い
に
活
き

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

後
輩
の
皆
様
に
は
、
こ
の
京

都
橘
高
校
で
の
学
び
の
中
で
、

自
身
の
可
能
性
を
大
い
に
広

げ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
人
一
年
目
か
ら
東
京
で

の
勤
務
に
な
り
ま
し
た
。結
婚

後
も
二
人
で
東
京
で
の
生
活

を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
僕
た
ち
で
す
が
、

京
都
橘
高
校
で
出
会
え
た
こ

と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
二

人
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
大
変
な
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
出
会
い
を
大
切
に

し
、
未
来
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

時
の
達
成
感
は
、
そ
の
後

の
、
生
き
る
姿
勢
に
繋

が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

橘
は
、
い
つ
ま
で
も
優

し
く
懐
か
し
い
姉
妹
が
戻

れ
る
共
通
の
青
春
で
す
。

�

角
倉
テ
ル
子�

さ
ん（
一
九
五
九
年
卒
）

�

窪
田
ヨ
シ
子�

さ
ん（
一
九
六
〇
年
卒
）

�

垣
内
　
幸
子�

さ
ん（
一
九
六
六
年
卒
）

�

（
旧
姓
　
松
井
）

�

松
井
　
京
子�

さ
ん（
一
九
六
九
年
卒
）

�

森
　
　
琢
哉�

さ
ん（
二
〇
〇
三
年
卒
）

右
か
ら
二
人
目
が
森
さ
ん
　
ス
ー
パ
ー
プ
リ
ン

ス
リ
ー
グ
応
援
後
に
後
輩
た
ち
と

前
列
左
か
ら
　
京
子
さ
ん
、
幸
子
さ
ん
、
ヨ
シ
子
さ
ん

後
列
　
テ
ル
子
さ
ん
　
（
一
九
五
五
年
五
月
撮
影
）

左
か
ら
　
弥
希
さ
ん
、
弥
沙
さ
ん
、
裕
子
さ
ん

�

宗
　
　
裕
子�

さ
ん（
一
九
八
三
年
卒
）

�

（
旧
姓
　
上
田
）

�

　
　
　
弥
希�

さ
ん（
二
〇
一
七
年
卒
）

�

　
　
　
弥
沙�

さ
ん（
二
〇
一
七
年
卒
）

同
級
生
同
士

ゴ
ー
ル
イ
ン
！

�

清
水
　
智
博�

さ
ん（
二
〇
一
四
年
卒
）

�

　
　
　
栞
奈�

さ
ん（
二
〇
一
四
年
卒
）

�

（
旧
姓
　
中
野
）

末永くお幸せに！末永くお幸せに！
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ス
で
志
願
者
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
志
願
者
数

は
昨
年
の
一
、五
八
一
名
を
上
回
る
一
、

七
六
三
名
、
中
で
も
Ｓ
コ
ー
ス
は「
最
高
志

願
倍
率
十
二
・
二
倍
」
と
今
年
も
新
聞
各
紙

で
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
推
薦
・
専

願
の
志
願
者
数
は
三
〇
〇
名
を
超
え
、

二
〇
〇
〇
年
以
来
最
高
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

入
学
者
も
昨
年
の
三
二
一
を
大
き
く
上
回
る

三
六
八
名（
定
員
二
六
〇
名
）の
外
部
入
学

者
を
迎
え
、
内
部
進
学
者
を
あ
わ
せ
て
十
二

ク
ラ
ス
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。

「（
卒
業
後
い
つ
訪
ね
て
も
）あ
の
時
の
先

生
が
い
る
！
」こ
れ
が
私
学
の
良
さ
の
一
つ

で
す
。
い
つ
で
も
母
校
へ
帰
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。
教
職
員
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
広
く
京
都
橘
を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

中
学
校

キ
ャ
ン
パ
ス
に
溢
れ
る
生
徒
の
笑
顔
、
落

ち
着
い
た
校
風
、
京
都
橘
で
の
六
年
間
で
心

身
と
も
に
大
き
く
成
長
を
遂
げ
て
い
く
生
徒

の
様
子
に
安
心
感
・
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
入
試
の
特
長
は
、
本
校
の
志

望
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
初
日
受
験
者
数
が

過
去
最
高
、
志
願
者
数
に
つ
い
て
も
開
校
以

来
初
の
四
〇
〇
名
を
超
え
る
四
三
一
名（
前

年
比
一
二
二
％
）と
な
り
ま
し
た
。
入
学
者

は
昨
年
の
七
三
を
上
回
る
七
四
名（
定
員

六
十
名
）を
今
春
に
迎
え
て
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。
中
学
校
開
校
十
二
年
目
を
迎
え
、
親
子

二
代
、
ま
た
二
人
・
三
人
と
兄
弟
姉
妹
で
在

籍
中
の
ご
家
庭
も
多
く
、「
橘
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

が
さ
ら
に
増
え
て
い
ま
す
。

高
等
学
校

二
〇
二
一
年
度
入
試
に
お
い
て
は
、
国
公

立
進
学（
Ｓ
）コ
ー
ス
の
人
気
が
さ
ら
に
高

ま
っ
た
と
と
も
に
、
探
究
型
の
学
び
の
取
り

組
み
に
力
を
入
れ
る
特
別
進
学（
Ｅ
）コ
ー

ス
、
文
武
両
道
で
豊
か
な
高
校
生
活
を
送
る

総
合
進
学（
Ａ
）
コ
ー
ス
と
、
全
て
の
コ
ー

二
〇
二
一
年
度
の
大
学
入
試
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
入
試
と

な
り
ま
し
た
。
休
校
期
間
が
五
月
末
ま
で
延

長
さ
れ
た
こ
と
で
進
路
決
定
が
全
体
的
に
遅

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
の
公
募
制
推

薦
入
試
に
あ
た
る
総
合
型
選
抜
入
試
が
十
一

月
以
降
の
実
施
と
な
っ
た
こ
と
で
秋
の
入
試

が
短
期
決
戦
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
初

め
て
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
様
々
な
要
因
が
重
な
り
安
全
志
向

か
ら
安
定
志
向（
指
定
校
推
薦
や
内
部
推
薦

で
の
進
学
や
秋
の
入
試
で
確
実
に
合
格
で
き

る
大
学
に
進
学
し
た
い
）を
望
む
受
験
生
が

全
国
的
に
増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
一
一
七
期
の
卒
業
生

三
〇
三
名
は
、
三
月
中
旬
の
国
立
後
期
や
私

大
後
期
ま
で
挑
戦
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
国

公
立
大
学
に
は
、
難
関
国
立
十
大
学（
東
工

大
・
一
橋
大
・
阪
大
・
神
大
な
ど
）＋
医
学

部
医
学
科
計
九
名
を
含
む
五
六
名
が
合
格
し

ま
し
た
。
ま
た
、
私
立
大
学
に
は
、
早
慶
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
な
ど
首
都
圏
の
最
難
関
大
に
十
三

名
、
関
関
同
立
大
に
一
〇
一
名
、
産
近
甲
龍

佛
大
に
一
四
三
名
、
京
都
橘
大
に
四
八
八
名

等
計
一
、〇
一
七
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
様
々

な
制
約
の
中
、
頑
張
っ
て
く
れ
た
み
な
さ
ん

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

い
つ
も
温
か
く
見
守
り
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
保
護
者
の
み
な
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

学校
の
近況

入
試
状
況

進
路
状
況

おもな合格者数� （４月８日現在）

医学部医学科　４名合格!
　学校史上初

！

■国公立大学（56名）
大阪大学 ３名
神戸大学（医含む） ２名
東京工業大学 １名
一橋大学 １名
北海道大学 １名
京都府立医科大学 １名
京都工芸繊維大学 １名
京都教育大学 １名
京都府立大学 ２名
大阪府立大学 ４名
奈良女子大学 １名
奈良県立医科大学 ２名
奈良県立大学 １名
滋賀大学 ２名
滋賀県立大学 ３名
兵庫県立大学 ４名
筑波大学 １名
横浜市立大学 ２名
金沢大学 １名
岡山大学 １名
山口大学 ２名
徳島大学 ２名
静岡大学 ２名
福井大学 ２名
高知大学（医） １名
愛知教育大学 １名
 など

■私立大学（1017名）
同志社大学 21名
立命館大学 39名
関西大学 24名
関西学院大学 17名
早稲田大学 2名
慶應義塾大学 １名
明治大学 ７名
青山学院大学 ２名
中央大学 １名
近畿大学 53名
龍谷大学 42名
京都産業大学 37名
京都橘大学 488名
佛教大学 11名
摂南大学 47名
追手門学院大学 ３名
桃山学院大学 ３名
同志社女子大学 21名
京都女子大学 10名
武庫川女子大学 ５名
関西外国語大学 ９名
京都外国語大学 ３名
関西医科大学 ４名
京都薬科大学 ２名
大阪医科薬科大学 １名
東北医科薬科大学 １名
大阪工業大学 ８名
 など



CLUB NEWS京都橘中学校・高等学校
第二グラウンド改修完了

在
校
生
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

2020年度は入学式・始業式実施後、新型コロナウイルスの影響で休校に
突入。学校では「生徒一人ひとりと繋がる」ため、中学１年から高校3年まで
ClassiやZoom、ロイロノートなどを活用し、朝のSHRや面談を実施。オンライ

ン授業も実施しました。オンラインでの入試
ガイダンス、学習アドバイス会、特別プログ
ラムとして「夢探プロジェクト」で社会で活
躍する方 と々の繋がり企画も。コロナ禍でも
「学びをとめない」新たな取り組みに生徒、
教職員、保護者が挑戦しました。

2021年3月、伏見桃山城に隣接の第二
グラウンドの改修が完了しました。テニス
コート、陸上トラック、フットサルコートを備え、
テニス部、陸上競技部、フットサル部、男子
サッカー部が、整備されたグラウンドで思
いっきり汗を流しています。さらに、2021年
12月には京都橘学園総合グラウンドが京
都市山科区に完成予定です。

陸上競技部
第104回日本陸上競技選手権大会
　（10月　新潟）
　女子400mH	 山本　亜美　４位
　　高校歴代2位のタイムを記録
　女子100m	 安達　茉鈴　６位
全国高等学校陸上競技大会2020
　リレー競技（10月　神奈川）
　女子４×400mR
　　岸本・安達・井上・山本　２位
　女子４×100mR
　　白金・山本・井上・安達　３位
JOCジュニアオリンピックカップ全国高等 

学校陸上競技大会（10月　広島）
　女子400mH	 山本　亜美　優勝
　女子200m	 安達　茉鈴　２位
　女子400m	 安達　茉鈴　２位

男子サッカー部
全国高等学校サッカー選手権大会
　２年連続９回出場　（12～１月　埼玉）
　　２回戦敗退
　　優秀選手　木原　励

吹奏楽部
歌手・安斉かれんさん「僕らは強くなれる。」

ミュージックビデオ出演
24時間テレビ「愛は地球を救う　関西パート

スペシャルライブ」出演（８月）
京都ハンナリーズ試合ハーフタイム演奏
（10月）

豊岡市特別演奏会（11月）

日テレ「笑ってコラえて！音楽祭！３時間スペ
シャル」出演（12月）

NHK　Eテレ「みんなでエール×沼にハ
マってきいてみた」出演（12月）

第57回定期演奏会　オンライン配信
　（12月　ロームシアター京都）
スカイA「マーチングラボ」出演（12月）
サッカー皇后杯ハーフタイムショー（12月）

太鼓部
2020こうち総文　WEB SOUBUN
　出演（７～10月）
鼓童主催アース・セレブレーション
　（オンライン）出演（８月）
全国高校生伝統文化フェスティバル
　オープニング演奏（12月）
京都ハンナリーズ試合ハーフタイム演奏
　（12月）

テニス部
近畿高等学校テニス大会
　女子ダブルス　守村・高橋ペア（９月　奈良）
　　ダブルスでは橘史上初の快挙

バドミントン部
近畿高等学校バドミントン選手権大会
　	女子ダブルス　秋山・鈴木ペア
	 （11月　奈良）

中学吹奏楽部
京都府アンサンブルコンテスト
　初出場　銀賞（12月）

ロボットプラグラミング部
 情報オリンピック　敢闘賞（11月・12月）

TOPICS
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二
〇
二
〇
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
私
た
ち
の
学
校
生
活
は
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。特
に
橘
祭
は

縮
小
化
と
言
う
形
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
生
徒
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
模
擬
店
や
中
庭
コ
ン
サ
ー

ト
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。そ
ん

な
中
で
も
私
た
ち
は
、新
し
い
ス

タ
イ
ル
に
対
応
し
た
企
画
を

次
々
と
生
み
出
し
、心
か
ら
楽
し

め
る
橘
祭
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
新
た
な
生
活
様
式
と

な
っ
た
今
も
、
在
校
生
は
学
業
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
目
標
達
成
に

向
け
て
日
々
精
進
し
て
お
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
温
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

第72期生徒会長

岡　　快

学びをとめない京都橘の新たな挑戦

Jリーガー誕生！

男
子
サ
ッ
カ
ー
部

７
～
９
人
目
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

　
西
川　
駿
一
郎（
二
〇
一
七
年
卒
）

（
本
校
卒
➡
京
都
産
業
大
学
を
経
て
）

 

ア
ス
ル
ク
ラ
ロ
沼
津
へ

　
矢
田
貝　
壮
貴（
二
〇
一
七
年
卒
）

（
本
校
卒
➡
大
阪
体
育
大
学
を
経
て
）

 

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
へ

　
西
野　
太
陽（
二
〇
二一
年
卒
）

（
本
校
卒
）�

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
へ
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科
、
約
五
千
名
の
学
生
を
擁
す
る
総
合
大

学
と
し
て
誰
も
が
驚
く
ほ
ど
の
発
展
を
遂

げ
て
い
ま
す
。
四
年
前
に
草
津
市
に
開
園

し
た
た
ち
ば
な
大
路
こ
ど
も
園
で
は
二
百

名
の
園
児
た
ち
が
日
々
楽
し
く
遊
び
生
活

し
て
い
ま
す
。

今
日
の
京
都
橘
の
校
風
を
端
的
に
表
現

す
る
フ
レ
ー
ズ
は「
変
化
を
楽
し
む
人
で

あ
れ
」で
す
。
一
方
で
は
、
伝
統
や
蓄
積
や

努
力
を
大
切
に
し
、
他
方
で
、
未
知
へ
の

挑
戦
や
異
質
な
も
の
と
の
出
会
い
に
よ
り

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
自
ら
を
変
え
て
い
く
学

園
で
あ
ろ
う
と
私
た
ち
は
決
意
し
て
い
ま

す
。
安
定
と
挑
戦
と
い
う
一
見
相
反
す
る

要
素
を
豊
か
に
併
せ
持
つ
学
園
と
し
て
京

都
橘
学
園
は
こ
れ
か
ら
も
歩
み
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
た
と
え
ど

れ
だ
け
の
時
が
過
ぎ
よ
う
と
も
卒
業
生
た

ち
に
と
っ
て
懐
か
し
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
あ
り
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
森
先
生
の
想
い
と
情
熱
を
引
き
継
ぎ
、

一
二
〇
周
年
を
一
つ
の
節
目
と
し
て
、
変

化
を
楽
し
み
つ
つ
、
さ
ら
に
前
進
し
て
い

き
た
い
と
教
職
員
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

春
光
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

春
光
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り

母
校
と
学
園
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
を
擁
す
る

京
都
橘
学
園
は
、
二
〇
二
二
年
に
学
園
創

立
一
二
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

一
九
〇
二
年（
明
治
三
十
五
年
）に
中
森

孟
夫
先
生
が
京
都
西
陣
の
東
の
は
ず
れ
に

民
家
を
借
り
受
け
て「
京
都
女
子
手
芸
学

校
」を
開
校
し
ま
し
た
。
中
森
先
生
の
教
育

へ
の
思
い
は
生
涯
一
貫
し
て
い
ま
し
た
。

学
ぶ
意
欲
に
あ
ふ
れ
る
若
者
に
学
ぶ
場
を

提
供
し
よ
う
、
そ
し
て
、
世
の
中
で
し
っ

か
り
と
生
き
て
い
け
る
知
識
と
技
を
教
え

よ
う
、
と
い
う
思
い
で
す
。
自
分
た
ち
の

手
で
つ
く
り
運
営
す
る
私
立
学
校
な
ら
、

信
じ
る
理
想
を
高
く
掲
げ
実
践
で
き
る
。

中
森
先
生
が
私
学
教
育
に
か
け
た
こ
の
熱

い
思
い
は
、
そ
の
後
一
二
〇
年
間
、
京
都

橘
学
園
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
は
、
皆
さ

ま
よ
く
ご
存
知
の
よ
う
に
、
教
育
の
質
の

高
さ
に
よ
り
社
会
か
ら
大
き
な
支
持
を
得

る
よ
う
に
な
り
、
質
量
と
も
に
着
実
に
前

進
し
て
い
ま
す
。
京
都
橘
大
学
も
ま
た
、こ

の
春
に
ス
タ
ー
ト
す
る
工
学
部
や
経
済
学

部
、
経
営
学
部
を
含
め
て
八
学
部
十
五
学

学
校
法
人
京
都
橘
学
園

�

理
事
長
　
梅
本
　
　
裕

学
園
創
立
一
二
〇
周
年

に
向
け
て

2021年度 春光会総会のご案内
2021年度の春光会総

会・懇親会は、新型コロ
ナウイルス感染拡大の
影響により、学校の会議
室にて、総会のみの開
催を予定しております。
感染対策を講じた会場で、お待ちしております。
新型コロナウイルスの影響で中止となる場合がござ
います。本校ホームページの「同窓会」ページにてお
知らせいたします。

・�

住
所
等
変
更
の
際
は
、
事
務
局
ま
で

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

・�

ご
実
家
に
届
い
て
い
る
場
合
は
、
ご

本
人
に
転
送
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

・�

母
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。「
春
光
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

・�
幅
広
く
卒
業
生
の
情
報
を
お
届
け
し

た
い
の
で
、
同
窓
会
開
催
等
の
情
報

が
あ
れ
ば
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・�

同
窓
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
ア

イ
デ
ア
や
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

いつも「春光」をご愛読いただきありがとうございます。今

号は例年と内容を変えてお届けいたしましたが、いかがでし

たか。2021年度はウイルス対策を講じつつ、できる活動から

行いたいと考えております。一日も早いコロナの収束を願い、

会員の皆様にお会いできる日を楽しみにしております。

〒612-8026　京都市伏見区桃山町伊賀50
T E L：075-623-0066　FAX：075-601-2125
E-mail：shunkou@tachibana-hs.jp
https://www.tachibana-hs.jp�

春光会事務局　京都橘中学校・高等学校内

●�日時	 2021年６月26日（土）
� 午後２時から（受付は１時30分）
●�場所	 京都橘中学校・高等学校　会議室
� 京都市伏見区桃山町伊賀50
� TEL（075）623-0066
交通アクセス　�駐車場はございません。
　　　　　　　ご来校の際は公共交通機関をご利用ください。
・京阪宇治線　桃山南口駅下車� 西へ徒歩 5分
・JR奈良線　桃山駅下車� 東へ徒歩10分
・近鉄京都線　桃山御陵前駅下車� 東へ徒歩15分

●�内容	 総会：会務・会計報告
●�申込	 同封のはがきに必要事項記入の上、ご投函ください。
� 準備の都合上、6月5日（土）までにお願いいたします。

【新型コロナウイルス感染症対策について】
マスクの着用、検温、手指の消毒などにご協力をお願いいたします。

記

事
務
局
よ
り

編
集
後
記


